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・様々なデジタル化を推進し、コロナ禍においても質の⾼い教育を提供
・DXを通じて感染症対策に寄与

コロナ禍前の神⼾⼤学のデジタル化教育
平成28年 学習管理システム（神⼾⼤学BEEF)導⼊

平成31年 BYOD環境整備
平成2年 コロナ禍 遠隔授業環境整備

課題
・オンライン・ハイブリット授業の教室整備が遅れている
・オンライン授業時の学⽣の満⾜度などが把握ができていない
・システム連携ができておらず、データ活⽤による学⽣・教員の利便性向上
につながっていない

教育のDX化の最終的な⽬的は︖

パソコン必携化



具体的には、「
「ブレンド型教育の体系化」の３つの課題に取り組むことで、
with/after

単なる知識の習得や試験点数の向
上ではなく学⽣⾃らが課題を設定し、
解決策を⾒出す⼒の向上

デジタル技術で知識導⼊の効率を向上、⼈的、時間的余裕を⽣み出し
考える⼒を鍛える実習、実験や課題解決型授業に費やす

強い地頭を持ち、世界で戦える⼈材の育成

教育のDX化の最終的な⽬的は

卒業率

数値化できるものではない（私⾒）

CBTの成績

医師国家試験の合格率

定期試験の成績

⼤学の進学率

いい頭ではなく
強い地頭
⾃問⾃答、
⾃学⾃習

良い医師、良い研究者



A. LMSの⾼度化とハイブリッド授業による教育の質の向上
B. 学修データ統合システムによる教育の個別化・⾼度化
C. 臨場感のある遠隔実習・実験の開発
D. With/Postコロナにおけるブレンド型教育の体系化

1. 教育データ活⽤による学習者主体の教育の推進
2. ICT技術を活⽤した課題発⾒・解決型⼈材の育成

令和2年度⼤学改⾰推進等補助⾦（デジタル活⽤教育⾼度化事業）
「デジタルを活⽤した⼤学・⾼専教育⾼度化プラン」

具体的な取り組み

テーマ

採択

1

2



A. LMSの⾼度化と学修データの統合

・LMSに教材配信システム、
ハイブリッド授業を推進するため、教室のスマート化
・学内システム、データベースを連携する
たデータを
・将来的には、
導、キャリア⽀援

学修データ統合システム構築

Kobeデータウェアハウス（KDWH）

学修ビッグデータ
分析

表情認識
満⾜度・理解度
・集中度を評価

アバターに反映
したり、クラス全
体の集計を表⽰

連
携

KDWHの蓄積
データを分析し、
学修者本位の
教育に活⽤

連
携

※分析に際して
は学⽣の許諾を
徹底

個別最適化学修サポート

蓄積データを学⽣にわ
かりやすく表⽰するとと
もに、分析されたデータ
を基にして、個別最適
化学修、キャリア⽀援
をサポート

ハイブリッド授業の為の教室整備

対⾯/オンラインを同
時に⾏うハイブリッド授
業を可能とする教室の
スマート化の基盤を整
備

LMS
⾼度化

学内業務システム、データベース

ビッグデータを蓄積、⼀元管理

遠隔授業⽀援
システム導⼊



B. 学修データの統合と活⽤、⾼度化

6

データの
活⽤

学修データ統合システム

Kobe Data Ware House
学修ビッグデータをマイニングツ
ールを駆使して⼀元的に分析
（将来的にはAIも利⽤）
BIツール等でわかりやすく⾒え
る化

より適切な授業状況、効果的な改善ポイン
トなどの情報を適時に把握 → アクション

教員へ

DXの
効果

グローバル教育管理システム 就職⽀援システム

・・・

学習管理システム

教材配信
システム

LMSを⾼度化

教務システム

オンライン講義
での集中度等の
受講状況データ

データの
取得・収集

データの
統合

履修情報、成績情報

留学情報 キャリア情報

⼊学前、課外活動、卒業⽣情報など

⽣涯
ID

学部・⼤学院の連結、他システム
のデータとの連結を効率的に

関連する各種データを統合した
学修ビッグデータを蓄積
（将来的にAPIで効率的に連携）

学修ヒストリー提供。個別最適学修指導
により主体的な学修を促進

学⽣へ

1 2

3

4

5 6

学修成果の総合的把握

学修⾏動と成果の関係分析

例

学⽣データと卒業⽣データ
によるシミュレーション

遠隔授業
⽀援システム



A. LMSの⾼度化とハイブリッド授業による教育の質の向上
B. 学修データ統合システムによる教育の個別化・⾼度化
C. 臨場感のある遠隔実習・実験の開発
D. With/Postコロナにおけるブレンド型教育の体系化

1. 教育データ活⽤による学修者主体の教育の推進
2. ICT技術を活⽤した課題発⾒・解決型⼈材の育成

令和2年度⼤学改⾰推進等補助⾦（デジタル活⽤教育⾼度化事業）
「デジタルを活⽤した⼤学・⾼専教育⾼度化プラン」

具体的な取り組み

テーマ

1

2



デジタル化教育の進化

第１世代

第２世代

第３世代

・ 対⾯授業の録画配信
（⼀⽅向性のe-ラーニング）

⾃ら課題を設定
し答えを出せる
⼈材の輩出

・ VR・３D技術を⽤いた
疑似体験授業開発

（例︓診察・⼿術体験）

・ 配信コンテンツ
の⾼度化

・ ブレンド型授業の体系化
能動的学習能⼒・
アウトプット能⼒の鍛錬

（例︓課題解決型授業、実習）

インプット授業コンテンツの質の向上
アウトプット授業の充実・⾼度化・ 集合対⾯授業

（⼀⽅向性）

・体系⽴てたデジタル化授業の構築、On demand化、倍速授業

（私⾒）

・デジタル化インプット授業と考える⼒を鍛える実習、
実験や課題解決型授業の最適化

・既存授業のZoomなどによる配信

・デジタル化授業による実習、実験
や課題解決型授業の実施



IRT値と医師国家試験成績相関図 
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国家試験成績 

IRT値と臨床実習成績相関図 

2014年 医師国家試験に関する公開シンポジウム
全国医学部⻑病院⻑会議 中⾕晴昭（千葉⼤学）

CBT（Computer Based Testing）の全国データ
臨床実習に⼊る前に⼗分な医学的知識を習得
しているかを問う
PCで実施するランダムな問題
4年時に実施 IRTで判断
⾃動⾞運転免許の学科試験と同じ
資格試験-点数が⾼くても良い医師になるわけで
はない、点数の⼀⼈歩きに注意

医学教育における教育データの利活⽤



実施する取組の具体的な内容

⑴ ハイブリッド授業講義室整備
学⽣が⾃在に対⾯・同期オンライン・⾮同期オンラインを
選択可能なハイフレックス型授業のための教室整備

⑵ インターネット環境整備
学性がキャンパス内で⾃由に講義にアクセスできるように
するための学内インターネットインフラ整備

⑶ バーチャルツアー教材制作
360度カメラによる映像に解説を加えた、現場施設⾒学
Web教材の制作
a) 360度カメラ b） コロナ病棟

⑷Web演習コンテンツの改良
看護師の実習教育をDX化し、コロナ禍・コロナ後の医療
現場を⽀える

⑸ インプット講義コンテンツ制作
効率よく知識をインプット可能で、課題解決型学習や実習と
連携した、体系的インプット教材の制作

⑹ 既存技術によるアウトプット講義最適化
VRなどを⽤いた仮想空間でのアウトプット講義の実現までの
前段階として、Zoom、Slack、Jamboardなどの既存の技
術の最適化によるアウトプット講義のデジタル化の実現

⑺ デジタル化実習室の整備
ハイブリッド解剖学実習やハイブリッド⽣化学演習等が可能
なデジタル化実習室の整備

⑻ インバスケットトレーニング教材開発
インバスケットトレーニングの⼿法による臨床現場での実践⼒
を培う教育プログラムの開発（アナフィラキシーショック等）

第1〜３世代 第2〜３世代
第3世代

⑼ VR⽤コンテンツ制作
VR/ARを使ったバーチャル医療⾯接・⼿術⾒学・施設ツ
アーなどのための、ハードウェア調達およびソフトウェア開発
a) VRグラス整備 ｂ）気管内挿管、中⼼静脈穿刺

c) リアルタイム遠隔陪診

d) AI問診アプリ（頭痛の診断）

⑽アバターコミュニケーション空間構築
アバターを使ったコミュニケーション空間構築による、医療機
器や臓器モデルなどを再現したバーチャル授業の実現

+



実施する取組の具体的な内容

⑴ ハイブリッド授業講義室整備
学⽣が⾃在に対⾯・同期オンライン・⾮同期オンラインを
選択可能なハイフレックス型授業のための教室整備

⑵ インターネット環境整備
学性がキャンパス内で⾃由に講義にアクセスできるように
するための学内インターネットインフラ整備

⑶ バーチャルツアー教材制作
360度カメラによる映像に解説を加えた、現場施設⾒学
Web教材の制作
a) 360度カメラ b） コロナ病棟

⑷Web演習コンテンツの改良
看護師の実習教育をDX化し、コロナ禍・コロナ後の医療
現場を⽀える

⑸ インプット講義コンテンツ制作
効率よく知識をインプット可能で、課題解決型学習や実習と
連携した、体系的インプット教材の制作

⑹ 既存技術によるアウトプット講義最適化
VRなどを⽤いた仮想空間でのアウトプット講義の実現までの
前段階として、Zoom、Slack、Jamboardなどの既存の技
術の最適化によるアウトプット講義のデジタル化の実現

⑺ デジタル化実習室の整備
ハイブリッド解剖学実習やハイブリッド⽣化学演習等が可能
なデジタル化実習室の整備

⑻ インバスケットトレーニング教材開発
インバスケットトレーニングの⼿法による臨床現場での実践⼒
を培う教育プログラムの開発（アナフィラキシーショック等）

⑼ VR⽤コンテンツ制作
VR/ARを使ったバーチャル医療⾯接・⼿術⾒学・施設ツ
アーなどのための、ハードウェア調達およびソフトウェア開発
a) VRグラス整備 ｂ）気管挿管、中⼼静脈穿刺

c) リアルタイム遠隔陪診

d) AI問診アプリ（頭痛の診断）

⑽アバターコミュニケーション空間構築
アバターを使ったコミュニケーション空間構築による、医療機
器や臓器モデルなどを再現したバーチャル授業の実現

+

第1〜３世代 第2〜３世代
第3世代



ハイブリッド授業講義室整備

・講義室での対⾯授業＋学⽣⾃
宅のハイフレックス
・多教室を結んだ講義
・学修者本位に学習環境を⾃在
に選択

・教室外の学⽣も教室内にいるような雰囲気で学修可能、双⽅向
・質の⾼い映像、⾳声（教室に合わせた⾳声チューニング）
・教師がPC前に固定されない、シンプルな操作性

特徴

タッチパネル PC だが起動、終了不要、電源で操作可能

神⼾⼤学で開発



患者視点の病院ツアーをe-learning化
JAXAの3Dツアーをイメージ

院内バーチャルツアー教材制作



コロナウィルス陽性患者の感染対策
重症患者の治療を体験できるコンテンツの作成

院内バーチャルツアー教材制作



実施する取組の具体的な内容

⑴ ハイブリッド授業講義室整備
学⽣が⾃在に対⾯・同期オンライン・⾮同期オンラインを
選択可能なハイフレックス型授業のための教室整備

⑵ インターネット環境整備
学性がキャンパス内で⾃由に講義にアクセスできるように
するための学内インターネットインフラ整備

⑶ バーチャルツアー教材制作
360度カメラによる映像に解説を加えた、現場施設⾒学
Web教材の制作
a) 360度カメラ b） コロナ病棟

⑷Web演習コンテンツの改良
看護師の実習教育をDX化し、コロナ禍・コロナ後の医療
現場を⽀える

⑸ インプット講義コンテンツ制作
効率よく知識をインプット可能で、課題解決型学習や実習と
連携した、体系的インプット教材の制作

⑹ 既存技術によるアウトプット講義最適化
VRなどを⽤いた仮想空間でのアウトプット講義の実現までの
前段階として、Zoom、Slack、Jamboardなどの既存の技
術の最適化によるアウトプット講義のデジタル化の実現

⑺ デジタル化実習室の整備
ハイブリッド解剖学実習やハイブリッド⽣化学演習等が可能
なデジタル化実習室の整備

⑻ インバスケットトレーニング教材開発
インバスケットトレーニングの⼿法による臨床現場での実践⼒
を培う教育プログラムの開発（アナフィラキシーショック等）

⑼ VR⽤コンテンツ制作
VR/ARを使ったバーチャル医療⾯接・⼿術⾒学・施設ツ
アーなどのための、ハードウェア調達およびソフトウェア開発
a) VRグラス整備 ｂ）気管挿管、中⼼静脈穿刺

c) リアルタイム遠隔陪診

d) AI問診アプリ（頭痛の診断）

⑽アバターコミュニケーション空間構築
アバターを使ったコミュニケーション空間構築による、医療機
器や臓器モデルなどを再現したバーチャル授業の実現

+

第1〜３世代 第2〜３世代
第3世代



インプット講義コンテンツ制作

16

・講義をデジタルコンテンツ化
・個々の教員が作成してきた講義資料
をデジタル教材として再構成し質を均
⼀化する
・「オンデマンド授業」や「知のアー
カイブ」として幅広く活⽤できる環境
を整備する
・コンテンツは⽇本語と英語で作成し
英語も⾃然と⾝に付くように⼯夫
・25診療科で作成中



実施する取組の具体的な内容

⑴ ハイブリッド授業講義室整備
学⽣が⾃在に対⾯・同期オンライン・⾮同期オンラインを
選択可能なハイフレックス型授業のための教室整備

⑵ インターネット環境整備
学性がキャンパス内で⾃由に講義にアクセスできるように
するための学内インターネットインフラ整備

⑶ バーチャルツアー教材制作
360度カメラによる映像に解説を加えた、現場施設⾒学
Web教材の制作
a) 360度カメラ b） コロナ病棟

⑷Web演習コンテンツの改良
看護師の実習教育をDX化し、コロナ禍・コロナ後の医療
現場を⽀える

⑸ インプット講義コンテンツ制作
効率よく知識をインプット可能で、課題解決型学習や実習と
連携した、体系的インプット教材の制作

⑹ 既存技術によるアウトプット講義最適化
VRなどを⽤いた仮想空間でのアウトプット講義の実現までの
前段階として、Zoom、Slack、Jamboardなどの既存の技
術の最適化によるアウトプット講義のデジタル化の実現

⑺ デジタル化実習室の整備
ハイブリッド解剖学実習やハイブリッド⽣化学演習等が可能
なデジタル化実習室の整備

⑻ インバスケットトレーニング教材開発
インバスケットトレーニングの⼿法による臨床現場での実践⼒
を培う教育プログラムの開発（アナフィラキシーショック等）

⑼ VR⽤コンテンツ制作
VR/ARを使ったバーチャル医療⾯接・⼿術⾒学・施設ツ
アーなどのための、ハードウェア調達およびソフトウェア開発
a) VRグラス整備 ｂ）気管挿管、中⼼静脈穿刺

c) リアルタイム遠隔陪診

d) AI問診アプリ（頭痛の診断）

⑽アバターコミュニケーション空間構築
アバターを使ったコミュニケーション空間構築による、医療機
器や臓器モデルなどを再現したバーチャル授業の実現

+

第1〜３世代 第2〜３世代
第3世代



気管内挿管⽤シミュレーターにAR(augumentedreality)
で3D⼈体モデルを投影

ヘッドマウントディ
スプレイ

喉頭鏡

気管内挿管
シミュレーター

学⽣

気管内チューブ

学⽣視点 3Dモデル

パススルーで映る実習者の⼿ある
いは３Dモデルの⼿および喉頭鏡

位置合わせしたマネキンの⼝腔内の触覚と、
⾼機能ヘッドマウントディスプレイ内に映るリアルな３D⼈体（実

際のシミュレーターに投影）による視覚を組み合わせ、
臨場感のある実習体験を実現

ハイブリッド臨床医学実習教材の開発



触覚VRによる⾼臨場医療⼿技体験の実現

中⼼静脈穿刺課題
既存のビデオなどの⼿技体験で
は、触感覚がないため 体験のリ
アリティ（⾼臨場感）がない。
⼿技例として，中⼼静脈穿刺に
着⽬

触覚VR（VR＋ロボット技術)
で、⼿技体験の触感覚を再現し，
⾼い臨場感を有する⼿技体験の
実現する



リアルタイムプライバシー保護アプリ
リアルタイムモザイク機能により個⼈情報保護に配慮した
外来診察マスキング院外中継アプリの開発

オンプレミス稼働WEB会議システム
＋

リアルタイムモザイク機能で患者の⼼理的負担軽減



ヘッドマウント
ディスプレイを
装着し、ライブ
ディスカッショ
ンを⾏う⼿法の
利点・問題点を
検証

メタバース
ワークスペース上
でのsmall group 
discussionの実践

アバターコミュニケーション空間構築

多くの研究科の先⽣と共同開発を開始



まとめ
・デジタル技術で知識導⼊の効率を⾼め、考える⼒
を鍛える教育の強化を
・データの利活⽤を積極的に進め、データが利活⽤
できる教育の時間を最短に
・そのためにはデジタル化教育の持続的開発が必要
・数値で評価できない教育がもっとも重要でそのため
の教育⽅法の進化が必要


